
 

は
じ
め
に 

胆
江
地
方
は
、
胆
沢
川
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
胆
沢
扇
状
地

と
、
北
上
盆
地
の
田
園
地
帯
が

広
が
る
自
然
豊
か
な
地
域
で

す
。
当
地
方
は
こ
の
環
境
を
活

か
し
、
水
稲
、
果
樹
、
畜
産
、

野
菜
、
花
き
等
、
様
々
な
品
目

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
奥
州
市
江

刺
は
、
り
ん
ご
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。
高
品
質
化
と
管
理
作
業

の
省
力
化
を
目
的
と
し
た
わ
い

化
栽
培
の
取
組
み
が
早
く
か
ら

行
わ
れ
、
現
在

J
A

江
刺
管
内

の
約

2
2
0
h
a

で
「
江
刺
り
ん

ご
」
が
生
産
・
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。 

江
刺
地
域
で
は
、
「
ふ
じ
」

「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
「
シ
ナ

ノ
ゴ
ー
ル
ド
」
等
、
本
県
を
代

表
す
る
品
種
に
加
え
、
地
元
で

育
成
さ
れ
た
「
紅
ロ
マ
ン
」
等

特
徴
的
な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
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い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
近
年
導

入
に
力
を
入
れ
て
い
る
品
種
の

ひ
と
つ
に
、
地
域
の
名
前
を
冠

し
た
新
品
種
「
奥
州
ロ
マ
ン
」

が
あ
り
ま
す
。 

 「
奥
州
ロ
マ
ン
」
に
つ
い
て 

「
奥
州
ロ
マ
ン
」
は
、
奥
州

市
江
刺
の
高
野
卓
郎
さ
ん
が
育

成
し
、
平
成

2
8

年
に
「
高
野

5

号
」
と
し
て
品
種
登
録
さ
れ
ま

し
た
。1

0

月
中
下
旬
に
収
穫
期

を
迎
え
る
品
種
で
、
シ
ャ
キ
シ

ャ
キ
し
た
独
特
の
歯
ざ
わ
り
と

強
い
甘
味
が
あ
り
、
貯
蔵
方
法

に
よ
っ
て
は

7

か
月
間
程
度
品

質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
優
れ
た
特
徴
が
あ
り
ま

す
。 

 「
奥
州
ロ
マ
ン
」
栽
培
上
の
課
題 

「
奥
州
ロ
マ
ン
」
は
、
育
成

の
年
数
が
浅
い
た
め
、
栽
培
特

性
で
不
明
な
点
が
多
く
あ
り
ま

す
。
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
、

大
玉
で
高
品
質
な
「
奥
州
ロ
マ

ン
」
の
生
産
技
術
の
確
立
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
奥
州
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
普
及
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

高
品
質
果
実
生
産
に
向
け
た
栽

培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
、
平

成

3
0

年
度
か
ら
関
係
機
関
と

連
携
し
て
調
査
し
、
生
態
や
収

穫
適
期
の
把
握
、
果
実
肥
大
促

進
方
法
の
開
発
等
を
行
い
ま
し

た
。 

 「
奥
州
ロ
マ
ン
」
の
生
産
拡
大

に
向
け
て 

①
「
奥
州
ロ
マ
ン
栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
作
成
と
活
用 

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
ら
れ

た
新
た
な
知
見
や
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
、
調
査
デ
ー
タ
を
暫
定
的

に
作
成
さ
れ
て
い
た
栽
培
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
追
加
し
、
令
和
３
年

度
に
栽
培
技
術
向
上
と
生
産
振
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興
を
目
的
と
し
て
、
充
実
し
た

内
容
の
「
奥
州
ロ
マ
ン
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
行
し
ま
し

た
。 マ

ニ
ュ
ア
ル
は
「
奥
州
ロ
マ

ン
」
を
栽
培
す
る
管
内
の
生
産

者
や
関
係
機
関
等
に
配
布
さ

れ
、
栽
培
管
理
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

②
部
会
で
の
取
組 

J
A

江
刺
の
り
ん
ご
は
、
近

年
、
高
温
の
影
響
か
ら
平
場
で

「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
の
着
色

が
進
み
に
く
く
、
収
穫
が
遅
れ

る
等
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

J
A

江
刺
り
ん
ご
部
会
で
は
、
そ

の
代
替
品
種
を
検
討
し
、
令
和

元
年
度
に
「
奥
州
ロ
マ
ン
」
を

導
入
推
奨
品
種
に
位
置
づ
け
ま

し
た
。
以
降
、
改
植
に
よ
る
導

入
推
進
を
図
り
、
収
穫
前
管
理

指
導
会
や
収
穫
目
揃
会
を
実
施

し
、
適
期
着
色
管
理
や
適
期
収

穫
に
向
け
た
意
識
醸
成
が
地
域

全
体
に
普
及
す
る
よ
う
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 今
後
の
課
題 

「
奥
州
ロ
マ
ン
」
の
栽
培
面

積
は
、
主
力
品
種
と
比
較
す
る

と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す

が
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。 

「
奥
州
ロ
マ
ン
」
は
導
入
さ
れ

て
間
も
な
い
た
め
、
若
木
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
今
後
面
積
の

拡
大
や
、
樹
が
生
長
す
る
の
に

伴
い
、
生
産
量
の
増
大
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
部
会

が
一
体
と
な
り
、
高
品
質
果
実

の
生
産
を
拡
大
し
て
い
く
た
め

に
も
、
栽
培
管
理
技
術
の
共
有

が
課
題
で
す
。
そ
れ
に
向
け
、

適
切
な
栽
培
管
理
技
術
を

J
A

や
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
生

産
者
へ
の
普
及
に
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

 今
後
に
向
け
て 

「
奥
州
ロ
マ
ン
」
は
、
高
い

貯
蔵
性
を
活
か
し
て
、
り
ん
ご

の
流
通
量
が
少
な
く
な
る
３
月

頃
に
出
荷
す
る
戦
略
を
と
っ
て

い
ま
す
。 

「
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
大
切

な
人
を
思
い
、
贈
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
か
ら
「
恋
桜
」

と
い
う
商
標
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

今
後
は
よ
り
多
く
の
生
産
者

が
高
品
質
な
「
奥
州
ロ
マ
ン
」

を
生
産
し
、
さ
ら
に
所
得
向
上

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
関

係
機
関
が
協
働
し
な
が
ら
産
地

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。 

 

（
文
：
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
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「恋桜」のポスター  


